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（１）算数科における授業改善のコンセプトを意識する 

  ①まず教師の意識改革を行う  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  

２、 竹中小・中の９年間を通した授業の基本的な統一 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科等の指導における 

体験的な学習 

問題解決的な学習 

 

 

 

 

 

 

    

基礎的・基本的な内容 

活
用 

より高次なものへ 

知識・技能を活用し課題を解決するために必要な 

思考力・判断力・表現力 知
的
好
奇
心
や
探
究
心 

知
的
好
奇
心
や
探
究
心 

活
用 

「探究」活動 

 

「探究」活動 

 

○他教科において 

○総合的な学習の時 

 間において 

○他の分野で 

 

□教科等を横断した

課題解決的学習 

□合科的・関連的な 

 指導 

○「2011 年入学児童の就職先の６５％は現在ない職業（米：キャッシャー・デビットソン）

です。かなり劇的に変わる。３人に２人は今ない仕事に就きます。今まで自分が受けた教育

でいいはずがない。」 

○「発想の転換。今までの価値観のチェンジが必要です。」 

文科省調査官・国立教育政策研究所調査官 田村 学氏 

これまでは             ２１世紀の社会に求められる人材 

■キャッチアップ          ■イノベーション 

・個別の一斉学習 

・知識，技能の暗記，習得 

・既存知識の安定的再生 

・能動的な協同学習 

・汎用的能力の獲得 

・新しい価値の創造と行動 

活
用 

活
用 

知 識 

技 能 

思考力 

判断力 

表現力 

 

課題解決力 

問題解決力 

 

学ぶ意欲 

学び方 

 

「習得」 

 

「習得」 

 

 

「
習
得
」
の
促
進 

  知的好奇心や探究心 

「
習
得
」
の
促
進 

「活用」を図る学習活動 
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②算数的活動の充実は問題解決的な学習の実践とつながる 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「全員参加の算数授業」づくりを積み重ねていく 

  ①子どもがしゃべりたくなる工夫をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②子ども同士の教え合い学び合いの場をつくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科書の問題様式 

   

 

 

 

 

 

 

 

    

 

        

   

問題解決的な学習 

算数的活動の充実 

児童が目的意識をもって主体的

に取り組む算数にかかわりのあ

る様々な活動の充実 

×教師の説明を一方的に聞く 

×単なる計算練習だけ 

 

思考力・判断力・表現力の育成 

算数を学ぶ楽しさや意義の実感 

 

 

教科書の問題様式 

 

 

 

手を加えた問題様式 

 

問いが連続するよう問題に手を加える 不十分な条件の問題設定をする 

ハンバーガーは 130 円で，アイスクリームより

４０円 高いです。アイスクリームは何円ですか。 

ハンバーガーは 130 円で，アイスクリームより 

□円 高いです。アイスクリームは何円ですか。 

全員が解けないから全員が参加し学べる 

 

 

 

学習課題 問い 

問い 

学習課題の解決 

 

学習課題 

の解決 

 

解
決 問い 

解
決 問い 

 

 

連続しているから学び続ける 

 

問いが連続している 

 

 

一般的な話型指導 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

    

 

        

   

まず「聞き手」を育てる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

他者の考えを説明する場をつくる 

どうですか

す 

同じで～す 同じで～す 

「聞き手」 

わかりました よいです 

ということは

ら 

○○さんは何と言いたかったのでしょう？ 

話し手 聞き手 

他者の考えを数学的に解釈する 

言葉や式・図などを 

用いた伝え合う活動 

「話し手」の発言を受けて 

教え合い学び合い 

例えば どうして？ だったら

ら 

でも・・ それなら 

条件不足でだれも解けない 

○○さんはどのように考えたのでしょう？ 

○○さんがどうしてこうしたか分かりますか？ 

自分の考えを表現する 

○○さんの式は，・・・ 
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（３）教科指導を支える質の高い学級集団づくりを行う 

   ①全ては【子ども理解】から始まる 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②教師の実力は【日々の授業力】にこそある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             質の高い学級集団づくり 

 

問題解決的な学習を積み重ねていく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科指導の充実⇒豊かな学び・確かな学力 

 

 

 教師の固定観念で子ども

を決めつけてしまう。 

 

 

 違った解釈をつなぐ＝意外性 

 子どもを奥深くとらえられる。 

      

   

子ども理解は，「やっぱり」ではなく「おやっ」である。 

「おやっ」ととらえた意外性をつなぎ，個を奥深くとらえる 

Ａ子 Ａ子 

この子はやっ

ぱり・・だ。 

この子はやっ

ぱり・・だ。 

おやっ。この子は・・

のところがある。 

質の高い学級集団 

  ・相互に聞き合い認め合う学級 

・共に伸びていこうとする学級 

・温かい仲間意識のある学級 

本日公開授業（第５学年）の主張 

「子どもの発言がつながる授業」 

・子どもが＜しゃべりたくなる工夫＞ 

・子ども同士の＜教え合い学び合いの場＞ 

・温かい仲間意識のある学級づくり 

 

 

おやっ。この子は・・

のところがある。 

授業は真剣勝負である 

日々心をこめて教壇に立つ 

授業で子どもは変わる 
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   平成２７年３月３日（火） 

大分市立下郡小学校 

学力向上支援教員 

指導教諭   中村 雅子 

若手教師が目指したい 

 算数科授業の在り方 
 


